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第 3 章では，フロログルシノールへの展開に際しては三段の酸化が必要となり ヒドロペルオキシド
が熱に不安定であるためレゾルシノールより一層複雑な系となるが，特に酸化工程の条件設定を詳細に
検討することにより，高収率でフロログルシノールを合成できることを明らかにしている。


















その結果，工業的に極めて需要の多いm- ， p- クレゾールの合成法をヒドロペルオキシド法によっ
て確立したのをはじめ，ハイドロキノン，フロログルシノールさらには β-ナフトールの合成にまで本
法の応用を展開させ，さらにセパシン酸，チモールの合成にも成功するなど数々の重要な化合物を容易
に生産することに成功している。
以上のように本論文は有機合成化学の発展の上に学術的工学的に寄与するところが大きい。よって
本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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